
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
四
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

栄
山
寺
鐘
銘
を
め
ぐ

っ
て

ー

道
澄
寺
小
考

ー

野

尻

忠

は
じ
め
に

栄
山
寺
鐘
は
、
奈
良
県
五
條
市
小
島

の
古
刹
栄
山
寺
に
所
在
し
、
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る

(昭
和
二
七
年
指
定
)
。
古
来

よ
り
そ
の
美
し
さ
を
も

っ
て
よ
く
知

ら
れ
、
特
に
、
創
建

の
由
来
と
と
も
に
延
喜

一
七
年
鋳
鐘

の
こ
と
を
記
す
銘
文
は
、

貞
観

一
七
年

(八
七
五
)

の
年
紀
を
持

つ
神
護
寺
鐘
銘

(神
護
寺
蔵
、
国
宝
)
と

並
ん
で
、
古
鐘
銘

の
双
壁
と
称
せ
ら
れ
て

い
る
。

全
体
の
大
き
さ
は
口
径
八
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
五
七

・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ル
で
、
銘
文
は
池
の
問
四
区
に
わ
た
り
八
字
×
三
二
行
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
鐘
は
元
来
栄
山
寺

の
も
の
で
は
な
く
、

山
城
国
紀
伊
郡
の
道
澄
寺
の
鐘
で
あ

っ
た
。
現
在
も
京
都
市
伏
見
区
に
道
澄
寺
と

い
う
同
名
の
寺
院
が
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
、
江
戸
時
代
に
、
す
で
に
廃
絶
し
て
い

た
道
澄
寺
の
名
だ
け
を
と

っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
道
澄
寺
の
歴
史
は
い

ま
ひ
と

つ
詳
ら
か
で
な
く
、
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
が
栄
山
寺
の
所
蔵
に
帰
し
た
時

期
も
不
明
で
あ
る
。
移
動
時
期
の
推
定
は

い
く

つ
か
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
説

も
根
拠
が
明
瞭
で
な

い
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
鐘
銘
の
考
察
を
行

い
、

つ
い
で
道
澄
寺
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
道
澄
寺
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
全
く
触
れ
ら
れ

る
こ
と

の
な
か
っ
た

一
史
料
を
取
り
上
げ
、
創
建
時
期
や
所
在
地
に
つ
い
て
考
え

る
。
そ
の
結
果
、
移
動
の
時
期
や
そ
の
他
、
栄
山
寺
鐘
に
関
す
る
新
知
見
も
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一

栄
山
寺
鐘
銘

1

銘
文

(
1
)

次
頁
に
全
文
を
掲
げ
る
。
返
り
点
お
よ
び
句
読
点
を
施
し
た
の
で
、
読
み
下
し

(
2
)

文
は
付
け
な
い
。
第
四
区
の
詞
に
つ
い
て
は
、
四
字
ご
と
に
空
白
を
置
い
た
。

銘
文
は
内
容
か
ら
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
道
澄

寺
建
立
の
経
緯
を
記
し
た
前
半

(第
三
区
2
行
目
の
句
点
ま
で
)
と
、
鋳
鐘
に
つ

い
て
述
べ
た
後
半
と
で
あ
る
。
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〔釈
文
〕
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(第

一
区
)

道
澄
寺
者
、
従
三
位
守

大
納
言
兼
右
近
衛
大

将
行
皇
太
子
傅
藤
原

朝
臣

・
参
議
左
大
弁
従

四
位
上
兼
行
勘
解
由

長
官
播
磨
権
守
橘
朝

臣
為
下
報
二
四
恩

一済
中
六
趣
P

合
レ
誠
勤
レカ
所
二建
立
一也
、

行

番

号

12345678

(第
三
区
)

飴
二
本
縁
於
来
代
一期
中
同

志
於
他
生
上
也
。
藤
亜
相

愛
命
二見
匠
窩
乃
鋳
二鴻
鐘

汽

且
将
レ令
下長
夜
昏
迷
聞
二

妙
声

一而
知
レ暁
苦
海
沈

溺
驚
二梵
叫
一而
通
上
レ津
、
延

喜
十
七
年
十

一
月
三

日
銘
、
其
詞
云
、

行

番

号

12345678

(第
二
区
)

堂
宇
比
レ蔓
、
南
北
輪
奥
、

尊
像
接
レ座
、
前
後
珈
蹟
、

両
相
公
宿
殖
二香
火
之

縁

、
生
為
二瓜
葛
之
戚

「
非
三

唯
現
世
結
二契
闊
之
情
、

亦
欲
三浄
刹
共
二安
養
之

楽
↓故
各
取
二其
名
首
字

一、

以
為
二此
寺
額
題
ハ
所
利
以

76543218

(第
四
区
)

唾
師
施
レ
冶

菩
提
催
レ
縁

虚
受
必
応

響
高
自
伝

従
レタ
至
レ暁

出
レ
定
入
レ禅

傍
唱
二衆
聖
一

遥
警
二
大
仙
一

法
喜
増
感

耶
夢
驚
眠

通
二阿
鼻
獄
一

達
二有
頂
天
一

劫
数
億
万

世
界
三
千

一
音
利
益

無
限
無
辺

76543218



銘
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
清
水
卓
夫

・
藪
田
嘉

一
郎

・
佐
々
木
利
三

・
川
勝

(
3
)

政
太
郎

「京
都
古
銘
選
繹

七
」
(
一
九

四
二
年
。
以
下

「古
銘
選
繹
」
と
略

記
)
に
詳
細
な
注
釈
が
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参

照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
問
題
と
な
る
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

2

道
明
と
澄
清

銘
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
澄
寺
は
藤
原
道
明
と
橘
澄
清
が
合
力
し
て
建

立
し
た
も
の
で
、
両
者
の
名
か
ら
首
字

一
字
ず

つ
を
と

っ
て
寺
名
と
し
た
。
鐘
は
、

(
4
)

道
明
が
主
導
し
て
延
喜

一
七
年
に
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
明
は
武
智
麻
呂
を
祖
と
す
る
藤
原
南
家

の
人
物

で
、
そ
の
母
が
澄
清

の
姉

(名
は
不
詳
)
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
澄
清

が
叔
父
、
道
明
が
甥
と
い
う
関
係
に

な
る

(↓
関
係
系
図
)
。
但
し
、
叔
父
の
澄
清

の
ほ
う
が
五
つ
歳
下
で
あ
る
。
両

(
5

)

者
は
年
齢
も
近
く
、
同
時
期
に
文
章
生
と
し
て
出
身
し
て
お
り
、
親
し

い
関
係
に

あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
銘
文
中

に
も
、
第
二
区
4
行
目
に

「生
れ
て

は
瓜
葛
の
戚
と
為
る
」
と
、
親
戚
関
係
で
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

延
喜

一
七
年
当
時
、
道
明
は
従
三
位
大
納

言
、
澄
清
は
参
議
左
大
弁
従
四
位
上

で
播
磨
権
守
の
任
に
あ

っ
た
。
『公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
延
喜
四
年
正
月

一
二

日
に
播
磨
権
守
と
な

っ
た
澄
清
は
、
延
喜

一
七
～

一
八
年
頃
に

一
旦
そ
の
任
を
辞

し
て
い
る
が

(延
喜

一
九
年
に
再
任
)
、
本

銘
文
に
よ
り
延
喜

一
七
年
の
一
一

月

ま
で
は
播
磨
権
守
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
金
石
文
史
料
が
典
籍
な
ど
文
献
史

料
の
不
足
部
分
を
補
う
好
例
で
あ
る
。

道
明
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
延
喜
二
〇
年
六
月

一
七
日
に
没
し
た
。
澄
清
の
ほ

う
は
、
道
明
没
の
五
年
後
の
延
長
三
年

(九

二
五
)
五
月
六
日
に
、
従
三
位
中
納

言
で
没
し
て
い
る
。
五

つ
違

い
の
両
者
は
、

は
か
ら
ず
も
同
じ
年
齢
で
死
を
迎
え

た
。

3

銘
文
の
作
成
者

さ
て
、
こ
の
銘
文
を
め
ぐ

っ
て
は
、
古
く
か
ら
菅
原
道
真
撰
、
小
野
道
風
筆
と

言
わ
れ
て
き
た
。
坪
井
良
平
氏
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
江
戸
時
代
の
好
事
家
に
よ
る

(6

)

作
り
言
と

一
蹴
す
る
見
解
も
あ
る

一
方
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
概
説
書
も
あ
る
。

(
7
)

菅
原
道
真
撰
説
に
関
し
て
言
え
ば
、
道
真
没
が

一
四
年
前

の
延
喜
三
年
だ
か
ら
、

俗
説
の
可
能
性
が
高
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
道
澄
寺
の
創
建
は
延
喜
三
年
と
考
え

ら
れ
、
銘
文
の
骨
格
を
撰
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
道
真
に
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、

死
を
大
宰
府
の
地
で
迎
え
た
道
真
が
こ
れ
を
撰
し
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ

ろ
う
。
小
野
道
風
筆
説
に

つ
い
て
は
筆
者
に
は
判
断
で
き
な
い
。
彼
は
延
喜

一
七

年
当
時
二
二
歳
で
あ
る
。
書
風
か
ら
見
る
と
、
道
風
よ
り
古

い
時
期
の
も
の
だ
そ

(
8

)

う
で
あ
る
。

銘
文
の
作
者
に
つ
い
て
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
結
論
が
出
る
わ
け
で
は
な

い
。
し

か
し
、
先
述

の
よ
う
に
道
明
と
澄
清
は
同
時
期
に
文
章
生
と
し
て
出
身
し
て
お
り
、

ま
た
、
両
者
と
も

『延
喜
式
』
の
編
纂
に
携
わ

っ
た
こ
と
が
、
そ
の
序
文
よ
り
知

(9
)

ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
整

っ
た
文
章
な
ら
こ
の
両
者
に
も
作
成
で
き
た
だ
ろ
う

か
ら
、
文
章

の
美
し
さ
に
引
き
ず
ら
れ
た
俗
説
に
従
う
よ
り
も
、
銘
文
は
本
人
た

ち
の
手
に
な
る
と
考
え
て
お
く

の
が
最
も
妥
当
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
そ
の
場
合

に
も
、
「古
銘
選
繹
」
も
言
う
よ
う

に
、
銘
文
の
第
二
区
3
行
目
で
自
ら
を
指
し

て

「両
相
公
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
点
が
問
題
で
は
あ
る
。

4

鐘
銘
の
研
究
史

こ
の
鐘
の
存
在
は
非
常
に
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
地
誌

や
金
石
文
関
係
の
文
献
に
お
い
て
、
こ
れ
に
関
説
し
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
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そ
の
中
で
も
、
栄
山
寺
に
所
在
す
る
こ
の
鐘
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
で
最
も

(
10
)

(
11
)

早
い
時
期
に
言
及
し
た
文
献
は

『山
州
名
跡
志

』
で
あ
る

。
元
禄

一
五
年

(
一
七

〇
二
)
に
成

っ
た
本
書
の
巻

一
二
紀
伊
郡
部
は
、
道
澄
寺
に
つ
い
て
、
そ
の
旧
跡

は
不
詳
で
あ
る
と
記
す
の
に
続
き
、
「此
寺
ノ
鐘
、
今
大
和
国
栄
山
寺

ニ
ア
リ
、

(12

)

其
銘
如
レ左
、
深
草
道
澄
寺
鐘
銘
井
序
」
と
し
て
鐘
銘
全
文
を
掲
げ
る
。

(
13
)

江
戸
時
代
中
期

の
宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)
に
成

っ
た

『山
城
名
跡
巡
行
志
』

に
は
、
「道
澄
寺

在
二
斜
橋
ス
見
二拾
芥
抄
一〉、
廃
而
今
興
、
其
鐘
在
二和
州
宇
智

(
14
)

郡
栄
山
寺
一」
と
あ
り
、
や
は
り
、
こ
の
鐘
が
栄
山
寺
に
所
在
し
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
ま
た
、
本
史
料
か
ら
は
、
同
時
に
、
江
戸
時
代
中
期
当
時
の
道
澄
寺
が
、

一
旦
廃
絶
し
た
あ
と
再
興
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
特
に
根
拠
は
な

い
が
、
道
澄
寺
が
廃
寺
と
な

っ
て
い
た
時
期
に
、
鐘
も
栄
山
寺
に
移
入
し
た
と
思

わ
れ
る
。

(
15
)

(
16

)

(
17

)

そ
の
後

の
文
献

で
も
、
『扶
桑
鐘
銘
集
』
や

『集
古
十
種
』
、
『古
京
遺
文
』
な
ど

(
18

)

に
銘
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
田
南
畝
は
著
作

『南
畝
秀
言
』
の
中
で

こ
の
鐘
銘
を
引
用
し
、
建
立
当
事
者
の
両
者
の
名
か
ら

一
字
ず

つ
と

っ
て
寺
名
と

し
た
と

い
う
中
国
の
故
事
を
紹
介
し
て
、
道
澄
寺
も
こ
の
故
事
に
も
と
つ

い
た
も

(
19
)

の
だ
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は
、
こ
の
鐘
の
存
在
は
識
者
の
あ

い
だ
に
か

(20

)

な
り
広
く
知
れ
渡

っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。(

21
)

近
代
で
は
木
崎
愛
吉

『大

日
本
金

石
史
』
や
、
坪
井
良
平

『日
本

の
梵
鐘
』

(
22

)

『日
本
古
鐘
銘
集
成
』
が
代
表
的
。
専

論
と
し

て
は
、
先
に
あ
げ

た

「古
銘
選

繹
」
な
ど
が
あ
る
が
、
後
論
で
必
要
に
応
じ
て
触
れ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
こ

れ
く
ら

い
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

5

栄
山
寺

へ
の
移
入

A

研
究
史

先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
鐘
は
元
禄

一
五
年
に
は
す
で
に
栄
山
寺
に
所
在
し
た
。

も
と
も
と
山
城
国
紀
伊
郡
の
道
澄
寺
に
あ

っ
た
は
ず
の
鐘
が
、
い
つ
頃
、
い
か
な

る
経
緯
で
栄
山
寺
の
も
の
と
な

っ
た
の
か
、
明
確
な
記
録
は
残

っ
て
い
な
い
。

ま
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
先
学
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

(
23
)

『大
和
名
所
図
会
』
は
、
「当
寺

(栄
山
寺
)
に
来
り
し
時
代
詳
な
ら
ず
、
当
山

の
旧
記
に
所
見
な
し
、
俗
説
あ
り
と

い
へ
ど
も
信
ず
る
に
足
ず
」
と
言
う
。

『大
日
本
金
石
史
』
は
、
「
こ
の
鐘

の
栄
山
寺
に
移
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
祖
武
智

麻
呂
公
の
墓
と
い
ふ
も
の
同
寺
に
在
り
と
い
ふ
に
照
ら
し
て
、
そ
の
関
係
を
概
見

す
べ
き
で
あ
ら
う
。
但
し
移
転
の
年
代
は
詳
か
で
な
い
」
と
し
て
い
る
。
栄
山
寺

へ
の
移
入
と
藤
原
南
家
の
武
智
麻
呂
と
を
関
連
づ
け
る
研
究
は
他
に
も

い
く

つ
か

(
24

)

見
ら
れ
る
。
銘
文
中
の
藤
原
道
明
は
南
家

の
人
物

で
武
智
麻
呂

の
五
世
孫
に
当

た
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
栄
山
寺
は
武
智
麻
呂
と
縁
の
深

い
寺
院
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
鐘
が
他

の
寺
院
で
は
な
く
栄
山
寺
に
移
入
し
た
の
は
、
武
智
麻
呂
の
五
世
孫

道
明
の
名

の
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
直
接
の
理
由
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
可
能
性

は
極
め
て
高

い
。

(
25

)

『京
都
市
の
地
名
』
で
は
、
「鐘
が
、
応
仁

の
兵
乱
に
剰
掠
さ
れ
て
寺

の
所
有
を

離
れ
、
の
ち
栄
山
寺
の
所
有
に
帰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
応
仁

・
文
明
の
兵
乱
後

に
は
寺
も
退
転
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

鐘
が
応
仁

・
文
明
の
乱
の
際
に
剰
掠
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

『平
安
時
代
史
事
典
』

の
項
目

「道
澄
寺
」

(大
石
良
材
氏
執
筆
)
で
は
、
「鐘

が
栄
山
寺
に
移

っ
た
の
は
、
建
立
者
の

一
人
が
栄
山
寺
の
本
願
藤
原
武
智
麻
呂
の

子
孫
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
期
や
事
情
は
と
も
に
不
明
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
し
た
が
う
と
、
こ
の
鐘
は
道
澄
寺
か
ら
直
接
栄
山
寺

に
移

っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
自
明
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
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澄
寺
を
離
れ
て
か
ら
栄
山
寺
に
移
入
す
る
ま

で
の
間
に
、
第
三
者
の
手
を
経
て
い

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
寺
院
の
鐘
が
移
動
す
る
の
に

は
様
々
な
契
機
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
節

C
に
お

い

て
詳
述
す
る
。

発
表
時
期

の
順
序
は
前
後
す
る
が
、
次

に
福
山
敏
男
氏
の
見
解

(
一
九
五

一

(
26

)

年
)
を
紹
介
す
る
。
福
山
氏
は
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
栄
山
寺
史
の
検
討
を

進
め
る
な
か
で
、
こ
の
鐘

の
移
入
時
期
も
推
定
さ
れ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
室
町

後
期
か
ら
江
戸
初
期

(元
禄
年
聞
以
前
)
の
閲
と
、
移
入
時
期
の
幅
を
慎
重
に
広

く
と

っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
室
町
後
期
以
前
に
は
潮
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
氏
の
見
解
は
、
栄
山
寺
史
の
総
合
的
な
研
究
成
果
に
支
え
ら

れ
て
お
り
、
筆
者
も
そ
れ
に
異
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
別
の
視
点

か
ら
さ
ら
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
憶
測
も
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
次
項

で
検
討
し
よ
う
。

B

栄
山
寺
の
歴
史

(
27
)

承
徳
二
年

(
一
〇
九
入
)
八
月

一
五
日
栄
山
寺
別
当
実
経
起
請
文

に
よ
れ
ば
、

栄
山
寺
は
養
老
三
年
藤
原
武
智
麻
呂
の
創
建

で
あ
り
、
天
平
九
年
に
武
智
麻
呂
が

没
し
た
際
、
墓
所
と
し
て
大
和
国
宇
智
郡
阿
陀
郷
栄
山
が
点
定
さ
れ
た
と

い
う
。

ま
た
、
同
起
請
文
に
よ
れ
ば
、
境
内
に
現
在
も
残
る
八
角
堂
は
、
仲
麻
呂
が
祖
先

の
菩
提
を
弔
う
た
め
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
伝
に
ど
の
程
度
信
頼

を
置
け
る
か
に
つ
い
て
は
検
討

の
余
地
が
あ

る
が
、
福
山
氏
に
よ
れ
ば
、
正
倉
院

(
28
)

文
書

の
天
平
神
護
元
年

(七
六
五
)
四
月

五
日
僧
綱
牒

に
見
え
る

「前
山
寺
」

は
栄
山
寺

の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
く
正
倉
院
文
書

の
天
平
宝
字
七
年

(七
六
三
)

(
29
)

一
二
月
二
〇
日
造
円
堂
所
牒

よ
り
、
こ
の
頃
に
円
堂

(ー
八
角
堂
)
を
建
設
中

で
あ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
栄
山
寺
は
八
世
紀
ま
で
に
は
創
建
さ
れ
、

武
智
麻
呂
墓

の
守
護
寺
と
し
て
寺
観
を
整
え

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
福

山
氏
は
、
境
内
出
土
遺
物
の
検
討
か
ら
、
栄
山
寺
は
七
世
紀
末
の
持
統
朝
に
創
建

(
30

)

さ
れ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

さ
て
、
承
徳
二
年
実
経
起
請
文
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
以
降
、
時
代
の
推
移
と
と

も
に
栄
山
寺
の
寺
容
は
衰
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
貞
観
八
年

(八
六

六
)、
群
賊
に
襲
わ
れ
鐘
や
塔
の
露
盤

(相
輪
)
を
盗
ま
れ
た
の
は
大
き
な
事
件

(
31

)

で
あ

っ
た

。
そ

の
後
、
延
喜
三
年

(九
〇
三
)
頃
に
別
当
大
法
師
神
鏡
が
再
興

を
企
図
し
、
相
輪
を
上
げ
、
鐘
を
鋳
造
し
、
堂
舎
を
修
理
、
整
備
し
た
。
が
、
そ

の
後
は
再
び
荒
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
神
鏡
が
鋳
造
し
た
と

い
う
鐘
は
現
存

し
な
い
。
そ
の
神
鏡
が
延
喜

二
ご
年
に
作
成
し
た
起
請
文
と
い
う
も

の
が
存
在
し

た
ら
し
い
が
、
こ
れ
も
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
先

の
承
徳
二
年
実

(
32

)

経
起
請
文
も
神
鏡
起
請
文
を
大

い
に
参
照
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

ま
た
平
安
時
代
末
の
永
暦
元
年

(
一
一
六
〇
)

一
〇
月
二
〇
日
付
の
栄
山
寺
文
書

(33

)

奉
納
文

(公
験
目
録
)
に

「神
鏡
起
請
文

一
通

三
枚
」
と

あ
り
、
保
元
三
年

(
34
)

(
一
一
五
八
)
七
月
二
入
日
官
宣
旨
案

に
見
え
る

「延
喜
一
三

年
三
月
五
日
起
請

文
」
も
神
鏡
起
請
文
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
神
鏡
起
請
文
は
か
な
り
後

の
時
代
ま
で
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
栄
山
寺
に
お
け
る
神
鏡
と
い

う
人
物
の
存
在
の
大
き
さ
を
窺
わ
せ
る
。

そ
の
後
の
栄
山
寺
で
あ
る
が
、
福
山
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
頃
か
ら
、

武
智
麻
呂
の
影
供
が
入
角
堂
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
。
そ
し
て
、

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
影
供
が
創
建
以
来
脈
々
と
営
ま
れ
て
き
た
か
の
よ
う

な
記
述
が
史
料
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
福
山
氏
が
こ

の
鐘

の
移
入
時
期
を
室
町
後
期
以
降
と
想
定
し
た
の
も
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
栄

山
寺
が
武
智
麻
呂
を
称
揚
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
南
家
に
関

わ
る
内
容
の
銘
文
を
持

つ
こ
の
鐘
を
、
寺
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
こ

と
は
十
分
あ
り
え
る
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
言
え
ば
、
延
喜
三
年
頃
の
神
鏡
に
よ

っ
て
鋳
造
さ
れ
た
鐘
に
つ
い
て
は
、

実
物
が
当
時
ま
で
残

っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
神
鏡
と
い
う
再
興
者
の

名
と
と
も
に
寺
伝
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
鐘
の
銘
文

に
記
さ
れ
た

「延
喜
」
と
い
う
年
紀
も
神
鏡
の
伝
説
と
重
な
り
合

っ
て
、
寺
を
積

極
的
な
受
け
入
れ
に
向
か
わ
せ
た
と
い
う
側
面
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
下

は
あ
く
ま
で
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
が
、
道
澄
寺
の
創
建
は
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に

延
喜
三
年
と
推
定
さ
れ
、
神
鏡
の
鋳
鐘
年
代
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
点
も
、
そ
の

背
景
と
し
て
興
味
深
い
。
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
道
澄
寺
の
歴
史
が
、

当
時
ど
の
程
度
知
ら
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提

示
し
て
お
き
た
い
。

C

鐘
の
移
動
と
そ
の
事
情

寺
院
の
鐘
が
時
代
と
と
も
に
移
動
し
た
例
は
、
何
も
こ
の
栄
山
寺
鐘
な
の
だ
け

で
は
な
く
、
他
に
い
く

つ
も
存
在
す
る
。
鐘
の
移
動
は
、
時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
、

常
に
起
こ
っ
て
い
る
現
象
だ

っ
た
。
最
近
で
は
、
戦
時
中
に
鐘
の
供
出
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
鐘
は
、
意
外
な
ほ
ど
容
易
に
移
動
し
て
し
ま
う

動
産
な
の
で
あ
る
。
古
代
の
年
紀
を
銘
文
に
持

つ
鐘
だ
け
に
限

っ
て
も
、
表

一
に

示
し
た
よ
う
な
移
動
し
た
鐘
の
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。

寺
運
が
傾

い
た
時
に
売
り
に
出
し
た
り
、
逆
に
購
入
し
た
り
と

い
う
経
緯
で
移

動
す
る
例
は
多

い
よ
う
で
あ
る
。
西
光
寺
鐘
の
よ
う
に
複
雑
な
移
動
過
程
が
判
明

す
る
例
も
あ
り
、
ま
た
珍
し
い
も
の
と

し
て
は
、
千
葉
県
成
田
市
で
土
木
作
業
中

に
た
ま
た
ま
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
鐘

が
、
は
る
か
遠
く
離
れ
た
肥
前
国
佐
嘉
郡

(35

)

椅
寺
の
旧
蔵
に
な
る
も

の
だ

っ
た
と

い
う
よ
う
な
例
も
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
鐘

の
移
動
は
非
常

に
起
こ
り
や
す

い
現
象
で
、
な
お
か
つ
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
そ
の
経
緯
を
普
遍
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

栄
山
寺
鐘
銘
に
つ
い
て
言
え
ば
、
栄
山
寺
に
そ
れ
が
移
入
し
た
経
緯
は
前
項
で
述

べ
た
よ
う
な
想
定
が
可
能

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
道
澄
寺
か
ら
直
接
栄
山
寺
に
移
動

し
た
も
の
か
ど
う
か
は
俄
か
に
は
判
断
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
道
澄
寺
が
退
転
し
て

鐘
が
流
出
し
、
第
三
者
の
手
を
経
て
栄
山
寺
に
帰
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
寺
か
ら
寺

へ
の
移
動
で
あ
れ
ば
、
何

(
36
)

ら
か
の
記
録
が
残

っ
て
い
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る

。

二

道
澄
寺
小
考

1

研
究
史

栄
山
寺
鐘
銘
に
よ

っ
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
道
澄
寺
で
あ
る
が
、
道
澄
寺

自
身
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
山
城
国
紀
伊
郡
深
草
郷
に
所
在
し
た

こ
と
と
建
立
者
名
く
ら
い
し
か
知
ら
れ
な
い
。
現
在
京
都
市
伏
見
区
直
違
橋
六
丁

目
に
あ
る
同
名
寺
院
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
近
世
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
で
あ

る
。

(37
)

道
澄
寺
は
、
『拾
芥
抄
』
に

「道
明
澄
清

二
人
合
力
建
立
」
と

い
う
記
事

が

(38

>

あ
る

(『拾
芥
抄
』
に
は

「道
隆
寺
」
と
あ
る
が
、
誤
り
だ
ろ
う
)
も
の
の
、
こ

れ
以
降
近
世
に
至
る
ま
で
史
料
上
に
全
く
そ
の
姿
を
見
せ
な

い
。

廃
絶
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
述
通
り

『京
都
市
の
地
名
』
が
応
仁

・
文
明
の
乱

後
に
は
退
転
し
て
い
た
と
推
定
す
る
ほ
か
、
『平
安
時
代
史
事
典
』
は

「鎌
倉
時

代
に
は
荒
廃
し
て
い
た
模
様
」
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
『山
州
名
跡
志
』
に

「旧
跡
今
不
レ詳
」
と
あ
る
よ
う

に
、
近
世
に
は
す
で
に
過
去
の
寺
院
と
な

っ
て
い
た
。

そ
の
旧
跡
に
つ
い
て
、
『大
日
本
金
石
史
』
に
引
用
さ
れ
た

「或
人
の
記
」

(安

永
六
年

〔
一
七
七
七
〕
)
に
は
、
道
澄
寺
住
僧

の
談
話
と
し
て
、
寺
か
ら
二
、
三

町
離
れ
た
場
所
に
礎
石
が
あ
る
が
古

い
記
録
は
な

い
、
と

い
う
話
が
載
せ
ら
れ
て
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(
39
)

い
る

。
現
在
は
そ
の
礎
石
す
ら
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
判
然
と
し
な
く
な

っ
て
い

る
。し

た
が

っ
て
、
道
澄
寺
の
歴
史
や
そ
の
所
在
地
に

つ
い
て
考
察
を
深
め
る
た
め

に
は
、
別
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
幸
い
、
そ
れ
を
考
え
る
の
に
格
好
の
材
料
が

あ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
文
献
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
道
澄
寺
の
研
究
で
は
、

な
ぜ
か
全
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
史
料
で
あ
る
。

2

道
澄
寺
の
歴
史

こ
れ
ま
で
幾
度
か
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
筆
者
は
道
澄
寺
の
創
建
を
、
栄
山
寺

鐘
が
鋳
造
さ
れ
る
よ
り

一
四
年
前

の
延
喜
三
年
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な

(
40

)

る
の
は
、
貞
観

一
四
年

(八
七
二
)
三
月
九
日
付

「貞
観
寺
田
地
目
録
帳
」
の
欄

外
に
施
さ
れ
た
次
の
書
き
入
れ
で
あ
る
。

右
件
地
、
萱
町
捌
段
之
内
、
建
コ
立
道
澄
寺

一壼
町
武
段
武
伯
捌
拾
歩
、
建
立

之
後
、
従
二
去
延
喜

三
年

一至
二干
承
平

三
年

一経
二
計

一
箇
年

、
傍
便
沽
コ
却

(
41

)

彼
寺
北

堂
一已
了
、
但

一
段
三
百
歩
観
音
地
。

(42

)

貞
観
寺
は
、
現
在

の
京
都
市
伏
見
区
の
深
草
に
所
在
し
た
寺
院

で
あ
る
。
細

か
い
考
証
は
省
略
す
る
が
、
初
め
嘉
祥
寺
西
院
と
し
て
藤
原
良
房
に
よ

っ
て
建
立

さ
れ
、
貞
観
四
年
に
貞
観
寺
と
し
て
独
立

し
、
以
後
隆
盛
を
誇

っ
た
。
田
地
目
録

に
よ
る
と
貞
観

一
四
年
当
時
、
貞
観
寺
は
全

国
に
所
領
を
持
ち
、
特
に
山
城
国
の

寺
辺
に
は
多
く
の
所
領
が
あ

っ
た
。
な
お
、
田
地
目
録
に
は
全
面
に
太
政
官
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。

問
題
の
書
き
入
れ
は
、
山
城
国
の

「寺

辺
畠
二
町
六
段
」
と
記
さ
れ
た
部
分
に

施
さ
れ
て
い
る
。
関
連
部
分
を
次
に
掲
げ
る
。

山
城
国
田
地
十
九
町
七
段
百
六
十
二
歩

寺
辺
畠
二
町
六
段

一
町

(中
略
)

刑
部
丞
高
階
常
河
所
・進

三
段

基
範
王
奉
レ沽

五
段

秦
秋
麿
奉
レ
沽

上
座
延
酢
法
師
私
買
奉
レ施
訓
入
自
願
千
手
仏
悔

過
燈
料
一

六
段

(中
略
)

元
淳
達
師
地

二
段

故
右
大
臣
所
二施
入
一

書
き
入
れ
は
、
右
の
引
用
史
料
三
行
目
「
一

町
」
の
真
上
の
欄
外
に
、
料
紙
の

右
を
上
に
す
る
形
で
施
さ
れ
、
書
き
入
れ
の
字
面
に
は
貞
観
寺
印
が
三
頴
捺
さ
れ

(43

)

て
い
る
。
印
も
右
を
上
と
す
る
向
き
に
捺
さ
れ
る
。

書
き
入
れ
の
私
釈
を
示
し
て
お
こ
う
。
ま
ず

「右
件
地
壼
町
捌
段
」
で
あ
る
が
、

田
地
目
録
本
文

の
寺
辺
畠
二
町
六
段
と
は
面
積
が

一
致
し
な
い
。
内
訳

の
最
初
の

三
項
目
を
合
計
す
る
と

一
町
入
段
に
な
る

(
一
町
+
三
段

+
五
段
)
か
ら
、
或

い

は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の

一
町
八
段

の
う
ち

一
町
二
段
二
八
〇
歩
の
貞
観
寺
寺
辺
畠
に
道
澄
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
建
立

の
後
延
喜
三
年
以
降
、
公
認
さ
れ
な
い
ま
ま
事
実
上
の
道
澄
寺
地
と
な

っ
て
い
た

(
44
)

が
、
三

一
年
後

の
承
平
三
年

(九
三
三
)
に
な

っ
て
、
道
澄
寺

の

「北
堂
」
に
売

却
す
る
と

い
う
形
で
正
式
に
貞
観
寺
が
公
認
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち

一
段
三

〇
〇
歩
は
観
音
地
と
し
た
。
観
音
地
に
つ
い
て
は
、
貞
観
寺
に
は
観
音
堂
の
あ

っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
に
関
係
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
書
き
入
れ
は
細
部
に
お
い
て
は
異
な
る
解
釈
の
余
地
が
あ
る
。

し
か
し
、
書
き
入
れ
の
主
体
が
貞
観
寺
で
あ
り
、
文
中
の

「彼
寺
」
が
道
澄
寺
を

指
す
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
次
の
こ
と
は
確
実
に
言
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
道
澄
寺
は
も
と
も
と
貞
観
寺
寺
辺
畠
だ

っ
た
地
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
道
澄
寺
が
寺
辺
畠
を
占
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
延
喜
三
年
か
ら
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
地
は
承
平
三
年
に
道
澄
寺
地
と
し
て
貞
観
寺
が
公
認
し
た
こ
と
な
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ど
で
あ
る
。

事
実
上
の
道
澄
寺
地
と
な

っ
た
の
が
延
喜
三
年
か
ら
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
道
澄
寺
の
造
営
が
延
喜
三
年

に
始
ま

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
り
、
本
稿
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
道
澄
寺
の
創
建
は
延

喜
三
年
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
徐

々
に
伽
藍
が
整
え
ら
れ
て
い
く
中
で
、
延

喜

一
七
年
に
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
後
の
道
澄
寺
で
あ
る
が
、
ま
ず
延
喜
二

一
年
六
月
七
日
に
、
前
年

(45

)

六
月

一
七
日
に
没
し
た
藤
原
道
明
の
追

福
供
養
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

時
代
は
下

っ
て
、

一
〇
世
紀
末
以
降

に
は
、
道
澄
寺
に
お
い
て
毎
年
の
よ
う
に

(
46
)

周
忌
調
諦
の
修
さ
れ
た
こ
と
が

『小
右

記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
調
諦
は
、
記

主
藤
原
実
資
の
母
サ
文
女
の
忌
日
に
あ
た
る

一
一
月
一
三

日
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

サ
文
は
道
明
の
男
で
あ
り
、

つ
ま
り
道
明
の
孫
娘
が
実
資
の
母
と
い
う
関
係
に
な

る

(↓
関
係
系
図
)
か
ら
、
そ
の
縁
に
よ

っ
て
道
澄
寺
で
認
諦
が
修
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。
同
じ
く

『小
右
記
』
永
酢
元
年

(九
八
九
)
六
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
道

澄
寺
に
お
い
て

「猪
熊
殿
周
忌
法
事
」
が
修
さ
れ
て
い
る
。
猪
熊
殿
は
サ
忠
で
あ

(
47
)

り
、
伊
文
の
兄
弟
で
実
資
母
の
お
じ
に
あ
た
る
。

そ
の
後

の
道
澄
寺
は
、
『拾
芥
抄
』

に
そ
の
名
が
見
え
る
以
外
に
は
不
明
で
あ

る
。
福
山
氏
の
想
定
の
よ
う
に
室
町
時
代
後
期
頃
に
鐘
が
栄
山
寺
に
移
入
し
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
道
澄
寺
は
廃
絶
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
元
禄
年
間
に

は
す
で
に
旧
跡
も
分
か
ら
な
く
な

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
相
当
程
度
さ
か

の
ぼ
る
時
期
に
絶
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

3

道
澄
寺
の
所
在

前
節
で
は
、
貞
観
寺
田
地
目
録
帳
欄
外
書
き
入
れ
に
よ

っ
て
創
建
年
代
を
確
定

し
、
道
澄
寺
の
歴
史
を
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
き
入
れ
は
さ
ら
に
も

う

一
つ
の
知
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
次
に
見
て
い
こ
う
。

道
澄
寺
の
旧
跡
は
、
礎
石
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
た
以
外
に
は
、
こ
れ
ま
で
全
く

不
詳
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
貞
観
寺
田
地
目
録
欄
外
書
き
入
れ
に
よ

っ
て
、

貞
観
寺
の
寺
辺
畠
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
幸
い
な
ご

(
48

)

と
に
、
平
安
時
代
初

の
貞
観
寺
関
連
文
書
群
に
よ

っ
て
貞
観
寺
地

の
条
里
坪
付

が
判
明
し
、
道
澄
寺
旧
地
の
所
在
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
当
時
の
貞
観
寺
が
、
山
城
国
紀
伊
郡
条
里
の
う
ち
九
条
深
草
里
ま
た
は

深
草
東
外
里
に
所
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
寺
辺
畠
は
九
条

深
草
里
二
九
坪

(『平
安
遺
文
』

一
三
六
号
)、
三

一
・
三
二
坪

(
一
四

一
号
)
、

三
三

・
三
四
坪

(四
三
号
)、
九
条
深
草
東
外
里

一
二
坪

(
一
八
号
、

一
四
六
号
)
、

(
49
)

五

・
六
坪

(
一
四

一
号
)
な
ど
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
模
式
図

で
示
し
た
の
が
図

一
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
寺
院
境
内
地
そ
の

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
し
、
こ
れ
で
す
べ
て
と
い
う
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。

(50

)

深
草
東
外
里

一
二
坪
の
土
地
は
、
『平
安
遺
文
』

一
四
六
号
文
書
に
よ
れ
ば
、

面
積
六
段
で
、
僧
淳
達
に
よ
り
貞
観
寺
に
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、

施
入
者
名
の

一
致
か
ら
、
こ
れ
が
先
掲
田
地
目
録
の
寺
辺
畠
の
内
訳
四
項
目
に
あ

げ
ら
れ
た
土
地
に
当
た
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
深
草
東
外
里

一
二
坪

の
六
段
は
確
実
に
寺
辺
畠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
寺
辺
畠

の
合
計
と
書
き
入
れ

の
面
積
が
合
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
内
訳
の
う
ち
最
初
の
三
項
目
だ
け
を
合
計

し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
も
し
そ
れ
が
正
し
い
と
す
る
と
、
こ
の
深
草
東
外

里

一
二
坪
の
土
地
は
道
澄
寺
地
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

深
草
里
と
深
草
東
外
里
に
ま
た
が

っ
て
広
が
る
、

一
ブ
ロ
ッ
ク
の
寺
辺
畠
所
在
坪

の
あ
た
り
に
道
澄
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
蓋
然
性
は
か
な
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り
高
い
よ
う
に
思
う
。
貞
観
寺
は
そ
の
南
東
方
に
所
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(
51

)

と
い
う
の
も
、
『日
本
三
代
実
録
』
貞
観

八
年

一
二
月
二
二
日
条
に
は
、
仁
明

天
皇
陵
の
四
至
の
う
ち
、
西
の
境
は
貞
観
寺

の
東
垣
に
接
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
復
元
さ
れ
て
い
る
紀
伊
郡
条
里
に
従
う
と
、
以
上
の
条
件
を
満
た
す
貞

観
寺
地
は
深
草
東
外
里
の
中
央
か
ら
東
側
に
か
け
て
の
地
点
し
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。具

体
的
に
見
て
い
こ
う
。
紀
伊
郡
条
里
は
金
田
章
裕
氏
に
よ
り
復
元
図
が
作
成

(
52
)

(53

)

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
中
世
の
条

里
図
が
九
条
家
文
書
の
中
に
残
り
、

(54

)

金
田
氏
に
よ
れ
ば
遺
存
地
割
も
明
確
で
あ

る
た
め
、
か
な
り
良
く
復
元
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
深
草
東
外
里
は
、
現
在
の
深
草
真
宗
院
町
を
中
心
と
す
る
地
域

(
55

)

で
、
南
界
は
ほ
ぼ
名
神
高
速
道
路
の
南
縁

に
あ
た
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
西
側

(
56

)

に
接
す
る
深
草
里
の
西
境
が
奈
良
街
道
の
西
に
沿
う
と

い
う
こ
と
だ
か
ら
、
現

状
で
名
神
高
速
道
路
の
南
側
に
あ
る
仁
明
天
皇
陵
は
、
深
草
東
外
里
の
中
央
か
ら

東
よ
り

の
地
点
に
南
接
し
て
所
在
す
る
こ
と

に
な
る
。
或

い
は
、
当
時
の
兆
域
は

深
草
東
外
里
に
及
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
の
西
側
に
貞
観
寺

の
東
垣

が
接
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
貞
観
寺
は
深
草
東
外
里
で
も
中
央
か
ら
西
よ
り
に
か

け
て
の
地
に
想
定

で
き
る
。
深
草
里
か
ら

深
草
外
里
に
か
け
て
広
が
る
畠
が
、

「寺
辺
」
と
称
さ
れ
た
の
も
う
な
ず
け
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

(57

)

更
に
、
貞
観
寺
が
当
初
は
嘉
祥
寺
西
院

と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
嘉
祥
寺
は
貞
観
寺
の
東
側
に
位
置
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
周
辺
は
あ
た

か
も
寺
院
密
集
地
の
様
相
を
呈
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
西
北
方
、
現
在
伏
見

稲
荷
の
あ
る
辺
り
の
す
ぐ
南
東
に
は
、
基
経
が
建
立
を
始
め
た
極
楽
寺
が
あ
り
、

本
稿
の
推
定
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
道
澄
寺

は
貞
観
寺
と
極
楽
寺
と
い
う
北
家
の

菩
提
寺
に
挟
ま
れ
る
位
置
に
割

っ
て
入
る
か
の
よ
う
な
形
で
建
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

以
上
、
栄
山
寺
鐘
銘
と
道
澄
寺
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
て
き
た
。

最
後
に

一
つ
だ
け
、
本
文
中
で
は
取
り
上
げ
な
か

っ
た
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て

本
稿
を
終
え
た
い
。

そ
れ
は
、
道
澄
寺
が
な
ぜ
貞
観
寺
地
に
建
立
さ
れ
た
の
か
、
ど
う
し
て
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
、

そ
し
て
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
南
家
の
道
明

(と
橘
澄
清
)
が
、
北
家
の
寺
で

あ
る
貞
観
寺
の
地
に
道
澄
寺
を
建
立
で
き
た
背
景
に
は
、
何
か
両
家
の
間
を
結
ぶ

も
の
が
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
第
二
章
第
2
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
北
家
の
実
資
は
、
南
家
出
身
の

母

(
尹文
女
)

の
菩
提
を
弔
う
調
論
を
道
澄
寺
で
行

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

両
家
を

つ
な
ぐ
何
ら
か
の
要
素
が
、
道
澄
寺
建
立
の
背
景
に
も
あ

っ
た
の
だ
と
思

う
。こ

う
し
た
事
例
は
、
当
時

の
家
や
人
間
ど
う
し
の
関
係

の
あ
り
方
な
ど
を
考
え

る
上
で
参
考
に
な
る
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
結
論
は
す
ぐ
に
は
出

そ
う
も
な
い
。
問
題
を
提
起
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

本
稿
が
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

註(
1
)

釈
文

で
は
、
原
文

の
旧
字
体
は
原
則
と
し

て
現
行
字
体

に
改
め
た
。

と

こ
ろ

で
、
第
四
区

2
行

目

の
6
文
字

目

「
高
」
は
釈

読
上
問

題
と

な
る
文
字

で

あ

る
。

『古

京
遺
文
』

(後
掲
註

17
参

照
)
は

「亮

」

の
異
字

体

に
読

み
、
そ

の
根

拠

と
し

て
天
平

=

年

の
年
紀
を
持

つ
楊
貴
氏
墓
誌

(『古
京
遺
文
』

に
拓
本

と
釈

文
あ
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り
。
現
在

は
所
在

不
詳
)
と
智

謹
大

師

写
経

に
見

え

る
同

一
字
体

を

あ
げ

て

い
る

(
『古
京
遺
文

注
釈
』

〔
一
九

八
九

年

・
桜
楓
社

〕
は
、
こ
れ
を
、

「あ

き
ら

か
に
」
と

訓
じ
る
)
。
念

の
た
め
確
認
し

て
お
け
ば
、

『扶
桑
鐘

銘
集
』

(註

15
)
は

「
高
」
、

『大

日
本
金

石
史
』

(註

21
)
と

『
日
本
古
鐘

銘
集

成
』

(註
22
)
は

「亮

」
と
す

る
。
本

稿

で
は
、
拓

本

の
読

み
取

り

に

よ
れ

ば

「
高
」
字

に
近

い
こ
と

(註

3

「古

銘

選

繹
」
も

「
高
」
と
読
む
)
、
且

つ
そ
れ

で
意
味

が
通

る

(「響

き
高

ら
か

に
」

の
意
)

こ
と
か
ら
、

「高
」
と
読

ん
で
お
く
。

(
2
)

句
読
点

を
付
さ
な

か

っ
た

の
は
、
詞
と

し

て
の
体
裁
を
損

な
わ

な

い
た
め

で
あ

る
。

意
味
を
取
り

や
す

い
よ
う

に
四
字
ず

つ
で
区
切

っ
た
。

(
3
)

清
水
卓
夫

・
藪

田
嘉

一
郎

・
佐

々
木
利

三

・
川
勝

政
太
郎

「
京
都
古
銘

選
繹

七
」

『史
　
と
美
術
』

一
三

ノ
七

〈通
巻

一
四

〇
号
〉

一
九

四
二
年
七
月
。

(
4
)

一
部

に
、
鐘

も
藤
原
道
明
と

橘
澄
清

の
合
力

で
あ

る
か

の
よ
う

に
記
述

す

る
解

説

文
が
あ

る
が

(文
化
庁

『国
宝
事

典

〈
新
訂
増
補
改

訂
版
〉
』

〔
一
九

六

八
年

・
便

利

堂
〕
、
高

田
十
郎

「
栄
山
寺

の
金

石
文
」

『大
和
志
』
六

ノ

一

〔
一
九

三
九
年

一
月
〕

な
ど
)
、
銘
文

の
解
釈
と
し

て
は
明
ら
か
な
間
違

い
で
、
鋳
鐘

の
主
導
者
は
藤

原
道

明

で
あ

る
。

ま
た
、
延
喜

一
七
年

は
鋳
鐘

の
年
紀

で
あ

る
が
、

こ
れ
が
同
時

に
創
建

の

年
紀

で
あ
る
と
解
説

す
る
文
献
も

あ
る

(
『平
安
時
代
史
事

典
』

〔
一
九
九

四
年

・
角

川
書
店
〕

「道
澄
寺
」

「藤
原
道
明
」

の
項
目
)
。

し
か
し
、

こ
れ
も
銘
文

の
解
釈

だ
け

か
ら

は
結

論
が
出
な

い
。
後

述

の
よ
う

に
、
筆

者
は
創
建
を

延
喜

三
年
と
考

え

て
い

る
。

(
5
)

『公
卿
補
任
』
延
喜
九
年
条

・
延
喜

=

ご
年
条

に
よ
れ
ば
、
藤
原
道
明

・
橘

澄
清
と

も

に

「寛
平

二
年
秋
文
章
生
」
と
な

っ
て

い
る
。

(
6
)

坪
井
良
平

『
日
本

の
梵
鐘
』

(
一
九
七

〇
年

・
角

川
書
店
)

(
7
)

『日
本
紀
略
』
延
喜
三
年

二
月

二
五
日
丙
申
条

に

「従

二
位
大
宰
権
帥
菅
原
朝
臣
鹿
二

於
西
府

〈年

五
十
九
〉
」
と
あ

る
。

(
8
)

『国
宝

大
事
典

四
』

(
一
九

八
六
年

・
講
談
社

)
七
七
頁

の
解
説

に
よ

れ
ば
、
書

の
様
式

的
に
は
実
年
代

が
さ
ら
に
遡

る
も

の
だ
と

い
う

。
文
化
庁
監
修

『原
色

版

国
宝

4

平
安
1
』

(
一
九
六
八
年

・
毎
日
新
聞
社
)

で
も
、

こ
の
書
体
は
道
風

よ
り

も
さ
ら

に
古

い
様
式
を
存
す
る
と
解
説
さ
れ

て
い
る
。

(
9
)

道
明

は
延
喜

五
年

八
月

の

『延
喜
式
』
編
纂

開
始

当
初

か
ら
編

纂
者

の

一
人
と

し

て
名
を
連

ね
、
澄

清

の
ほ
う

は
延
喜

=

一年

、
改

め

て
編
纂
を
促

す
勅

の
下

さ
れ
た

際

に
参
画
し

て
い
る
。

(
10
)

白
慧

『山
州
名
跡
志
』
巻

一
二

(
『新
修

京
都
叢

書
』

第

一
八

〔
一
九

六
七
年

・

光
彩
社
〕
)

(
11
)

福

山
敏

男
氏

に
よ

れ
ば
、
元

禄

四
年

(
一
六

九

一
)
頃

の
も

の
と

推
定

さ
れ

る

「和
州
栄

山
寺
之
図
」

(陽
明
文
庫

所
蔵
)

に
も
、

こ
の
鐘
が
描
か

れ

て
い
る
と

い
う
。

同
図

に
は
、
こ

の
鐘
が
も
と
深

草
に
あ

っ
た
こ
と
と
、
薬
師

の
霊

夢

に
よ

っ
て
栄
山

寺

に
移
し
た

こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
と

い
う

(福
山
敏
男

「栄
山
寺

の
歴
史

」

『寺

院

建
築

の
研
究

中

〈福
山
敏
男
著
作
集

二
〉
』

〔
一
九

八
二
年

・
中
央
公
論
美
術

出
版
〕
。

も
と

福
山
敏

男

・
秋
山
光

和

『栄
山
寺

八
角

堂

の
研
究
』

〔美
術

研
究
所

研
究
報

告

〈科
研
〉
、

一
九

五

一
年

・
便
利
堂
〕
所
収
)
。
筆
者
は

こ
の
図
を
実
見
し

て

い
な

い
の

で
、
福
山
氏

の
記
述
を
紹
介
し

て
お
く
。

(
12
)

宝
永

二
年

(
一
七
〇
五
)
ま

で
に
成
立

の
大
島

武
好

『
山
城
名

勝
志
』

巻

一
六
紀

伊
郡

部

(正
徳
元
年

〔
一
七

一
こ

刊
、
出

典
は

『新
修

京

都
叢

書
』
第

八

口

九
六

八
年
〕
)

の
道
澄
寺

の
項
目

に
も
銘
文
は
載

せ
ら

れ
て

い
る
が
、
詞

の
部

分
を
省

略
し

て

い
る
。

(
13
)

浄
慧

『山
城
名
跡

巡
行
志
』
第

五

(宝
暦

四
年

〔
一
七

五
四
〕
刊
、
出
典

は

『新

修

京
都

叢
書
』

第

一
〇

〔
一
九

六
八
年
〕
)
。
な

お
、
享

保

一
九

年

(
一
七

三
四
)

成
立

の

『山
城
志
』
第
六

に
も
、

『山
城
名
跡
巡
行
志
』
と
全
く
同
文

の
紹
介

が
あ
る

(出
典

は
大
日
本
地
誌
大

系

34

『五
畿
内
志

・
泉

州
志

第

一
巻
』

〔
一
九
七

七
年

・
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雄
山
閣
〕
)
。

(
14
)

史
料

引
用

の
際
、
原
文

で
細
字

の
部
分

は

〈

〉
で
示

し
た
。
以
下
、
す

べ

て
同

様

の
表
記
を
す

る
。

(15
)

岡
崎
信
好

『扶

桑
鐘
銘
集
』

下
巻

(安

永
七
年

〔
一
七
七
八
〕
刊

)

(16
)

松
平
定
信

『集
古

十
種
』

(寛
政

一
二
年

〔
一
八
〇

〇
〕
刊
、
出
典

は

一
九
〇

八
年

の
国
書

刊
行

会
刊
行
本

〔
市
島
謙
吉
編
〕
第

二
)

(
17
)

狩
谷
液
斎

『古

京
遺
文
』

(文
政

元
年

〔
一
八

一
七
〕
自
序
、
出
典

は

一
九
六

八
年

の
勉
誠
社
刊
行
本
)

(
18
)

太

田
南
畝

『南

畝
萎

言
』

(『
日
本
随

筆
大
成
』
第

二
期

二
四
巻

〔
一
九
七

五
年

.

吉
川
弘
文
館
〕
)

(
19
)

狩
谷
液
斎
も

『古

京
遺
文
』

の
中

で
南
畝

の
著
作

に
触
れ

て
、
「以

二
道
澄

・為

・
寺

額

一蓋
本
一
干
此

」

と
、
南
畝

の
考
え

に
従

っ
て

い
る
。

(
20
)

『大

日
本
金
石
史
』

一

〔次
註
参

照
〕
二
三

二
頁

に
は
、
中

井
禁
庵

の
言
を

引
用
し

て
、
中
井
と

三
宅
春
櫻

が
数

人

の
友
人

と
と
も

に
栄

山
寺

に
赴
き
、
住
僧

に
懇
請
し

て
こ
れ
を

手
拓

し
、
墓
本
を

公

に
し

た

こ
と

が
記

さ
れ

て

い
る
。
時

に
寛

延

二
年

(
一
七
四
九
)

で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
降

、
世
間
に
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
ら

し

い

(手
拓

本

の
こ
と

は

「古

銘
選
繹
」
に
も
記
さ
れ
る
)
。

(
21
)

木
崎
愛

吉

『大
日
本
金
石
史
』

第

一
巻

(
一
九

二

一
年

・
好

尚
会

出
版
部
)

(
22
)

坪

井
良

平

『日
本
古
鐘
銘
集
成
』

(
一
九
七

二
年

・
角
川
書
店
)

(
23
)

秋
里
簾
島

『大
和
名
所
図
会
』
巻
之
五

(寛
政
三
年

〔
一
七
九
一
〕

刊
)

(
24
)

松
崎
懐
堂

『僚

堂

日
歴
』

文
政

一
二
年

(
一
八

二
九
)
九

月
壬
辰

朔
条
。
懐
堂

は

同
年
八
月
、
大
阪
城
代

遠
江
掛
川
藩

主
太

田
資
好

の
命

に
よ
り
大

和

の
金
石
文

を
訪

ね

て
歩

い
た
。
栄
山
寺

に
は
八
月

二
七
日
に
入
り
、
鐘
銘

の
拓

本
を
採

っ
て

い
る
。

『慷
堂

日
歴
』

の
出
典

は
、
濱

野
知
三
郎
編

『懐

堂
日
歴

上
巻
』

(
一
九

二
九
年

.

六
合
館
。
本
書
は

の
ち

に

『松
崎
謙
堂
全
集

附

日
歴
上
』

〔
一
九

八
八
年

・
冬
至

書

房
〕
と

し

て
復

刊
)
。
な

お
、
『謙

堂

日
歴
』
同
年

八
月

一
七

日
条

の
直
前

に
は

「大
和
訪
古
録
」
と

い
う
見
出

し
が
記

さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
降

八
月
末

ま
で

の
記
述

お
よ
び
九
月
朔

～
二
〇
日
条
に
見
え

る
金
石
文
関
連

記
事
は

「
大
和
訪

古
録
」
と

い

う
彼
自
身

の
見

聞
記

に
基

づ
く
も

の
の
よ
う

で
あ
る
。
こ

の
見

聞
記
は
、
「
大
和
訪
古

志

」
と
し

て

『芸
苑
叢
書
』
第

二
期

一
〇
巻

(
一
九

二
三
年
)

に
収

め
ら

れ
て

い
る
。

(25
)

日
本
歴
史
地
名
大
系

『京
都
市

の
地
名
』

(
一
九
七
九
年

・
平
凡
社
)

(
26
)

福
山
敏
男

「
栄
山
寺

の
歴
史

」

(前

掲
註

11
論
文
)

(
27
)

『平
安
遺
文
』
第
四
巻

一
三
九
七
号

(栄
山
寺
文
書
)

(
28
)

『大
日
本
古
文
書
』

編
年
文
書
五
巻
五

一
九
頁

(
29
)

同
右
四
六
三
頁

(
30
)

こ
こ
ま

で
の
福
山
氏

の
所
説
は
、

「栄

山
寺

の
創
立
と

八
角
堂
」

(
『寺
院
建
築

の
研

究

中
』

〔前
掲
註

11
〕
所
収
。
初
出
も
註

11
と
同
じ
)

に
よ

る
。

(
31
)

貞
観

八
年
と

い
え
ば

、
偶

然
か
ど
う

か
は
分
か
ら

な

い
が
、

一
〇
月

二
三

日
に
大

和
国
宇

智
郡
阿
陀
郷

の

「贈

太
政
大
臣
藤

原
朝
臣
墓
」

に
守

家
樒
丁

一
二
人
が
設
定

さ
れ

て
い
る
。
本
論
と

は
関
係
な

い
が
、
新

訂
増
補
国
史

大
系

『日
本

三
代

実
録
』

が
こ
の
藤

原
朝
臣
を
宝
亀

八
年
没

の
良

継
に
比
定
す

る

の
に
対

し
、
福

山
氏
は

こ
れ

を

武
智
麻
呂
で
あ
る
と

し
て

い
る
。

(
32
)

福
山
敏

男

「
栄
山
寺

の
歴
史
」

(前
掲
註

11
論
文
)

(
33
)

『平
安
遺
文
』
第
七
巻

三

一
一
二
号

(栄
山
寺
文
書
)

(
34
)

『平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
九
三
六
号

(色
川
本
栄
山
寺
文
書
)

(
35
)

『千
葉
県

の
歴
史

資
料
編

古
代
』
第

一
部

(
一
九
九
六
年
)

(
36
)

例
え

ば
、
表

一
に
あ

る
西
本
願

寺
鐘

は
、
『
天
文

日
記

(謹
如
上

人

日
記
)
』

天
文

一
六
年

(
一
五
四
七
)

一
一
月

二
九
日
条

お
よ
び

一
二
月

一
日
条

に
よ

り
、
広
隆

寺

か
ら
直

接
買
得
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が
わ

か
る
。
『
天
文
日
記
』

の
出

典
は
、

『石

山
本

願
寺
日
記

上
巻
』

(
一
九

六
六
年
復
刻

版

・
清

文
堂
。
初
版

は

一
九

三
〇
年
)
。
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(
37
)

『拾
芥

抄
』

の
出

典
は

『改

訂
増
補
故

実
叢

書
』

22

(
一
九
九

三
年

・
明
治

図
書
)
。

(
38
)

福
山
氏

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

『阿
娑

縛
抄
』
所
収

の

「諸
寺
略

記
」

の
記
事

(
『大

日
本

仏
教
全
書

41

阿
娑

縛
抄
第
七
』

二
八
二
四
頁
)
を
そ

の
ま

ま
掲
出
し

た
も

の

で
あ

る
と

の
こ
と

で
あ

る
。

(
39
)

『大
和
名
所
図
会
』

に
も
、
道
澄
寺

か
ら
三
町
南

に
礎
石

の
あ
る

こ
と

が
記

さ
れ

て

い
る
。

(
40
)

『平
安
遺

文
』

第

一
巻

一
六

五
号

(仁
和
寺

文
書
)
。
な

お
、
田
地
目

録

の
冒
頭

に

近

い
こ
の
部
分

は

『仁
和
寺
大
観
』

(
一
九
九

〇
年

・
法
蔵
館
)

に
白
黒
写
真

が
掲
載

さ
れ

て

い
る
。
ま
た
、

こ
の
田
地
目
録
は

一
九

九
八
年
一
一

月
に
仁
和
寺
霊

宝
館
に

お

い
て

一
般
公
開

さ
れ

(巻
子
本

の
初

め
の
三
分

の

一
程
度

が
開

か
れ
て

い
た
)
、
筆

者
も

そ
れ
を
実
見

し
た
。
そ

の
展
示
図

録

で
あ

る

『第

八
三
回
大
蔵
会

展
-
仁

和
寺

経
蔵

の
聖
教
と
書
籍
1
』

に
は
、
田
地
目
録
全

体

の
カ

ラ
ー
写
真

が
掲
載

さ
れ

て
い

る
。

(
41
)

「
北
」
字
は

『平
安
遺
文
』

で
は

「
此
」

と
な

っ
て

い
る
が
、
東

京
大
学
史

料
編
纂

所
所
蔵
台
紙
付
写
真

の
調
査

に
も
と
つ

い
て

「北
」

に
改
め
た
。

(
42
)

貞
観
寺

に
関
す

る
専

論

に
は
、
竹

居
明

男

「嘉

祥
寺

と
貞
観

寺
」
同
著

『
日
本

古

代
仏
教

の
文
化
史
』

(
一
九
九

八
年

・
吉
川
弘
文
館
。
も
と

『文
化
史

学
』

三
九
〔
一

九
八
三
年
〕
)
が
あ

る
。

(
43
)

『日
本
古

代
印
集
成
』

(
一
九
九

六
年

・
国
立

歴
史
民

俗
博
物
館

)
で
は
、
印
文

の

う
ち

「貞
」

し
か
読
ん

で
い
な

い
が
、
実
見

に
よ
る
と

「貞

観
」
ま

で
は
読
め

そ
う

で
あ
り
、
台

紙
付
写
真

で
も

「観
」
字

の
労

「
見
」
は
は

っ
き
り
見

え

る
。
よ

っ
て

「
貞
観
寺
印
」

で
あ

る
と
推
定
す

る
。

(
44
)

鐘
銘

に

「堂
宇

艶
を
比

べ
、
南

北

に
輪

奥
た

り
」
と

あ

る
か
ら
、
道
澄

寺

の
伽

藍

は
、
南
面

の
東

西
棟
が
南

北
に
複
数
な
ら

ぶ
配
置

で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た

が

っ
て

「
北
堂
」
と
呼
ば
れ

る
堂
宇
が
存
在
し
た
蓋
然
性
は
高

い
。

北

堂

に
関
し

て
言
え

ば
、
寛
平

二
年

(八
九

〇
)

の
広

隆
寺

資

財
帳

(
『平
安

遺

文
』
第

一
巻

一
七

五
号
)

に
お

い
て
は

「北
堂
」

は
講
堂
を
示
す

語
と
し

て
使

用
さ

れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
仏
物
章

に
あ
げ
ら

れ
た
物
品

に
は
、
と
こ

ろ
ど

こ
ろ

「
今
校

在

北
堂
」
と
記
さ
れ

て

い
る
が
、

こ
れ

は
、
目
録
上
は
仏
物

で
金

堂

に
所
在

す
る
は

ず

の
も

の
が
、
今
調
査

し

て
み
る
と

「北
堂
」

に
あ
る
と

い
う
内

容
を
示
す

も

の
で

あ

る
。
逆

に
法
物
章

に
示

さ
れ
た
講
堂

の
物
品

に
は

「今

校
在
南
堂
」
と

い
う

文
言

が
付

さ
れ
る

こ
と

が
あ
る

の
だ

が
、
法
物

章

に
は
決

し

て

「
北
堂
」

の
語

は
出

て
こ

な

い
。
そ
し

て
仏
物
章

に

「南

堂
」

の
語
が
登
場

す
る

こ
と
も
全

く
な

い
の
で
あ
る
。

そ
れ

は
即
ち
金
堂
自
身

が
南
堂

で
、
講
堂
自

身
が
北
堂

だ
か
ら

で
あ

る
。
七

堂
伽
藍

に
お

い
て
は
、
講
堂

の
ほ
う

が
北
側

に
位

置
す
る

の
が
基
本

の
よ
う

だ
か
ら
、
そ

の

よ
う

に
呼
称
す

る
こ
と
も
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

同
様

に
、

天
元
三
年

(九

八
〇
)

二
月
二
日
某
寺
資

財
帳

(
『平
安
遺

文
』
第

二
巻

三

一
五

号
)
で
も
、
記
載

順
序

に
よ
り

講
堂

と
考

え

ら
れ

る
建

物
を

指

し

て

「
北

堂
」
と
言

っ
て
い
る
。
ま
た
、

『後

二
条
師
通
記
』
永
長
元
年

(
一
〇
九

六
)

六
月

二

四
日
条

に
も
、
同
様

に
考
え
ら
れ
る

「
北
堂
」

の
用
例
が
あ

る
。

よ

っ
て
、
本
史
料

の

「北
堂
」
も
講
堂
を
示
す
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

(
45
)

『類
聚
雑

例
』

長
元
九
年

六
月

一
日
条

(『増

補
史

料
大
成

6
左

経
記
』

〔
一
九

六

五
年

・
臨
川
書
店
〕
)

(
46
)

管
見

の
限
り

で
は
、
永
観

二

・
永
酢
元

・
正
暦

元

・
長
保
元

・
寛
弘

二

・
長
和

三

・
寛
仁

二

・
寛
仁

三

・
寛
仁
四

・
治
安

元

・
治
安

三

・
万
寿

元

・
万
寿

二

・
万
寿

四

・
長
元
五

の

一
五
例
が
あ
る
。

『小
右
記
』
に
は
欠
失
部
分
も
多
く
、
一
一

月
一
三

日

条
を
残
す
年

は
全
体

の
半
分
く

ら

い
で
あ
り
、
確
実

に
行
わ

れ
て

い
な

い
と
言
え

る

年
は
数
例
し

か
検

出

で
き
な

い
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
毎

年
行
わ

れ
て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
だ

ろ
う
。

(
47
)

言
う
ま

で
も
な
く
実
資
は
北
家

の
人
物

で
、
道

明
や
サ
文

は
南

家

で
あ

る
か
ら
、
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実
資
は
母
方

の
菩

提
寺

で
法
事

を
行

っ
て

い
る
こ
と

に
な
る
。

そ
れ
自
体
非
常

に
興

味
深

い
事
実

で
あ
り
、
当
時

に
お
け
る
菩
提
保
持

の
形
態
な
ど

に

つ
い
て
考
え

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
だ

ろ
う
。

こ
こ
で
は
そ

の
余

裕
は
な

い
の
で
、
後
考

を
期
す

る
こ
と

に
し
た

い
。

(
48
)

こ
こ
で
貞
観
寺
関
連
文
書
群

と
呼

ん

で

い
る

の
は
、

『平
安
遺
文
』
第

一
巻

に

「
仁

和
寺
文
書
」

と
し

て
収
録

さ
れ

て
い
る
九

通

の
文
書

で
あ
る

(田
地
目
録
と

紙
背
文

書
を
除
く
)
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵

写
真
帳

(京
都
大
学
架
蔵
影
写
本

を
写
真

撮
影

し
た
も

の
)

で
は

「貞
観
寺

文
書
」
と
称

さ
れ

て
い
る
の
で
混
乱
を
招
き

や
す

い
が
、
こ
れ
ら

の
文
書

は
現
在
も
仁

和
寺
所
蔵

で
あ
る
。
文
書
群
と
は

い
っ
て
も
、

こ
れ
ら
は
後
世

(南

北
朝

期
力
)

に

一
時

に
書
か
れ
た

写
し

で
あ
り
、
そ

の
扱

い
に

は
慎
重

で
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

な
お
、
本
稿
作
成

に
あ

た

っ
て
は
、
仁
和
寺

所
蔵
文
書

の
継
続
的
な
調
査

を
行

っ

て

い
る
奈
良

国
立
文
化
財

研
究
所

の
紙
焼
付

写
真

を
調
査
し
た
。

(49
)

『平
安
遺
文
』

一
八
号
「

延
暦

一
九
年

六
月
二

一
日
紀
伊
郡

司
解
案
」

『平
安
遺
文
』

四
三
号

「弘
仁

八
年

八
月

一
一
日
紀
伊
郡
司
解
案
」

『平
安
遺
文
』

=
二
六
号

「貞

観
五
年
九
月
二
日
民
部
省
勘

文
案
」

『平
安
遺
文
』

一
四

一
号

「貞

観
五
年

一
二
月

=

二
日
貞
観
寺
畠

相
博

状
案

」

『平
安

遺
文
』

一
四
六
号

「貞

観
七
年
三
月

二
一二
日
僧
淳
達
宅
地
施

入
状
案

」

右

の
う
ち
、
九
条

深
草
里
三

三

二
二
四
坪

の
土

地
を
示
す

四

三
号

文
書

な
ど

は
、

直

接
的
に

は
貞
観
寺

と
関
係

の
な

い
文
書

で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
文

書
が
貞
観
寺

に
伝
来
し
た

の
は
、
そ

こ
に
示
さ
れ

た
土
地
が
後

に
貞

観
寺
所
領
と

な

っ
た
か

ら
で

あ
ろ
う

か
ら
、
寺

領

の
坪
付
を
示
す
も

の
と
考
え

て
良

い
。

(
50
)

金
田
章
裕

『条
里
と
村
落

の
歴
史

地
理
学
研
究
』

(
一
九

八
五
年

・
大
明
堂
)
第

四

章

第

一
節

2
B
項

に
お

い
て
、
当
該
坪

の
現
地

比
定

が
行
わ

れ
て

い
る
。

(
51
)

『日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年

一
二
月

二
二
日
癸
巳
条

勅
、
改
ゴ
定

深
草
山
陵

四
至

一、
東

至
二
大

墓

h
南

至
二
純

子
内

親
王

家
北
垣

汽

西
至
二

貞
観
寺
東
垣

、

北
至

レ
谷
。

(
52
)

金

田

章

裕

「
郡

・
条

里

・
交

通
路
」

『平

安

京

提

要
』

(
一
九

九

四

年

・
角

川

書

店
)
第
三
部
第

一
章

(
53
)

宮
内

庁
書
陵

部

『図
書
寮

叢
刊

九

条
家
文

書

三
』

(
一
九

七
三
年
)
。
ま

た
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『日
本
荘
園
絵
図
聚
影

二

近
畿
一
』

(
一
九
九

二
年

・

便
利
堂
)

に
、
そ

の
写
真
が
収

め
ら
れ

て
い
る
。

(
54
)

金

田

「郡

・
条
里

・
交
通
路
」

(前
掲
註

52
論
文
)

(
55
)

『古
代
地
名
大
辞
典
』
本
編

(
一
九
九
九
年

・
角
川
書
店
)

(
56
)

同
右

(
57
)

『
日
本

三
代
実
録
』
貞
観

一
四
年
七
月

一
九

日
丁
亥
条

貞
観
寺
建
立
之
初
、
未
レ
定
二
其
名

、
因
仮
嘉
祥
寺

為
二
年
分

号

汽

即
稽

二
西
院

「
安
』

置
度
者

、
貞
観
四
年
七
月
廿
七

日
以
二
嘉

祥
寺

西
院

一号
二
貞
観
寺

一。

[付
記

]
本
稿
作
成

に
当

た

っ
て
は
、
栄

山
寺

で
鐘
を
実
見

し
た
ほ
か
、

日
本
史

学
研
究
室

架

蔵
拓
本

(目
録
番

号
二
二
、

ラ
ベ
ル

一
〇

一
-
三
三
)

の
調
査

を
行

っ
た
。
特

に
、

釈

文

の
校
訂
な
ど
は

こ
の
拓
本
調
査

に
負

う
部
分

が
大
き

い

(日
本
史

学
研
究
室
架

蔵

拓
本
に

つ
い
て
は
、
本
誌

一
～
三
号
に
お

い
て
そ

の
概
要
が
示
さ
れ
て

い
る
)
。

ま
た
、

こ
の
拓
本

の
調
査
を
兼

ね
た
金
石
文
研

究
会

は
、
佐

藤
信

先
生

の
主
催

に

よ
り
平
成
七
年
以
来
継

続
し

て
行

わ
れ

て
い
る
。
本
稿

も
右

の
研
究
会

の
成
果

に
基

づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
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表

一

移
動

し
た
古
鐘

(栄

山
寺
鐘

を
除
く
)

名称

西
暦

現所

蔵

移
入
時
期

原
(
旧)

所蔵

備考

妙
心寺

鐘

六
九
八

京
都
市
右
京
区

妙
心
寺

南
北朝

以
後

法金

剛院

?

旧

所蔵

は

『扶

桑鐘

銘
集』

に
よ
る
。

剣
神
社
鐘

七
七
〇

福
井
県
丹
生
郡
織
田
町

剣
神
社

ハピ

・

剣

神社

神
宮寺

H

織
田寺

(廃

寺)

?

旧

所蔵

は

『続

古京

遺
文』

に
よ
る
。

宝
亀
五
年
銘
鐘

七
七
四

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

昭和

四
六
年

肥
前国

佐
嘉
郡

椅
寺
(
所在

不
詳)

出
土
品
(
成
田
市
八
代
椎
木)

西
光
寺
鐘

八
三
九

福
岡
市
早
良
区

西
光
寺

明
治
三
〇
年

伯誉

国金

石寺

(
所
在
不
詳)

↓
永
正
七
に

出
雲
大
社
↓
島
根
県
神
門
郡多

福
寺
・松林寺(明治二二まで)↓同年商人の手に渡った後、西光寺が買得した。

大
雲
寺
鐘

八
五
八

京
都
市
左
京
区
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図一　採草里･採草東外里条里坪付模式図

深草里　　　　　　　　　採草東外里
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深 草 周 辺 地 図(原 図 ・国土 地理 院発行1万 分 の1地 形図 「東山 」「伏 見」)
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